
町の人　口
（41．7月末現在）

人　口　30，812
男　15，334
女　15，478

世帯数　7，048
前月との比較

人ロー150　世帯－34

9月23。（1966）

表Ｉ Ｎｏ．228ｍ

毎月1回各家庭に配布

計
量
器
の

定
期
検
査

計
意
法
の
規
定
に
よ
り

取
引
証
明
用
の
「
は
か

り
」
　
「
長
さ
計
」
　
「
ま
す
」

に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
と
お

り
定
期
検
査
が
行
な
わ
れ

ま
す
。所

持
者
は
ぜ
ひ
検
査
を

う
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
十
月
十
三
日

十
時
～
十
六
時

猪
熊
小
学
校

⑳
十
月
十
四
日

十
時
～
十
六
時

急脚〟．・叫、珊・押付桝■・八・；－調・1．、．－．′昔笥てど昔芯Ｔｒ脚

町
民
会
館
仙

◎
十
月
十
五
日

十
時
～
十
二
時
　
　
　
′

下
こ
町
住
公
民
館
帖

十
三
時
～
十
六
時
　
　
肘

吉
田
二
公
民
館
廿
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み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
…
…
…
：

・
…
…
・
・
た
の
し

今
年
は
敬
老
の
日
が
国
民
の
祝
日
に

加
え
ら
れ
、
老
後
の
生
活
を
明
る
く
、

ゆ
た
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
す
べ
て

の
人
が
こ
ぞ
っ
て
協
力
し
、
平
和
な
家

庭
、
明
る
い
社
会
ｌ
を
つ
く
る
気
運
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

十
五
日
の
敬
老
の
ロ
か
ら
二
十
一
日

ま
で
は
老
人
福
祉
週
間
と
し
て
、
多
年

社
会
に
つ
く
さ
れ
て
き
た
老
人
を
敬
愛

し
、
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、
老
人
福

祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
、
老

人
自
身
も
時
代
と
共
に
生
き
る
意
欲
を

い
っ
そ
う
高
め
て
い
た
だ
く
よ
う
へ
各

地
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。町

内
で
も
各
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
中

心
に
し
て
地
区
の
人
々
が
長
寿
を
お
祝

い
し
た
り
鯉
口
区
の
麻
生
国
冶
さ
ん
が

町
内
三
百
人
の
ご
老
人
に
自
分
で
作
っ

た
．
杖
″
を
贈
っ
た
り
、
町
で
も
町
民

会
館
に
七
十
五
才
以
上
の
ご
老
人
を
お

招
き
し
、
演
芸
と
心
ば
か
り
の
お
酒
で

い
老
後
〔

言
募
兵
し
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

老
人
の
福
祉
の
問
題
は
、
ひ
と
り
老

人
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

老
人
と
若
い
人
が
．
、
家
庭
、
職
場
、

地
域
社
会
で
話
し
合
い
、
お
互
い
の
立

場
も
理
解
し
、
尊
重
し
あ
っ
て
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

家
庭
は
、
家
族
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、

生
活
の
本
拠
で
あ
る
の
で
、
家
虞
を
中

心
と
し
、
老
人
の
福
祉
を
は
か
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

深
田
　
ウ
タ

入
江
　
チ
カ

大
野
九
十
郎

小
山
ユ
リ

君
田
　
マ
ツ

新
庄
　
イ
ツ

中
村
　
ロ
ク

役
所
へ
の
苦
情
、
不
満
を
聞
き
、

ォ
あ
っ
せ
ん
〟
解
決
す
る
「
巡
回
行

政
相
談
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

相
談
に
は
、
九
州
行
政
監
察
局
が

あ
た
り
リ
．
個
人
の
秘
密
は
か
た
く
守

◎
不
手
際
な
道
路
工
事
に
よ
る
迷

が
改
良
工
串
で
解
消
し
た
。

◎
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の

と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

◎
遅
れ
て
い
た
遺
族
年
金
の
裁
定

す
ぐ
か
た
づ
い
た
。

な
ど
や
、
恩
給
、
生
活
保
護
、
杜

こ
の
た
び
、
児
童
お
よ
び
震
度
精
神

薄
弱
児
扶
養
手
当
法
の
一
郎
が
改
正
さ

れ
、
対
象
児
童
の
範
常
の
拡
大
、
事
当

月
額
や
所
得
制
限
の
基
準
額
の
引
き
上

げ
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

巌
瞥
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
役
場
厚

生
課
に
ど
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
児
童
扶
養
手
当
と
は
＝
父
と
生
計
を

同
じ
く
し
な
い
か
、
ま
た
は
父
が
廃

疾
の
状
態

ろ
な
不
満
、
苦
情
を
、
気
軽
に
ど
遠

慮
な
く
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
も
相
続
を
申
し
出
た
こ

と
に
よ
っ
て
、

保
険
、
労
災
、
衛
生
、
登
記
な
ど
の

苦
情
で
解
決
さ
れ
た
も
の
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

役
所
に
対
す
る
あ
な
た
の
不
満
の

解
決
に
、
十
月
十
一
日
の
「
巡
回
行

政
相
談
」
を
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

山
　
「
母
親
学
級
」（

妊
婦
保

健
指
導
）
の
開
催
日
か
つ
ぎ
の
と

お
り
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
、
開
催
日
時

毎
月
第
二
第
二
、
撃
二
月

曜
日
十
三
時
二
手
分
か
ら

二
、
会
場
役
場
別
館

※
初
姪
の
方
は
ぜ
ひ
出
席
し
ま

し
ょ
う
。

児

精神薄弱児
変わった

該当者はすぐ支給申請を

に
あ
る
人

で
、
毅
移

教
育
終
了

前
お
よ
び

二
十
才
未

満
で
廃
疾

の
状
態
に

あ
る
児
童

を
養
な
っ

て
い
る
母

・
養
育
者

に
支
給
さ

れ
る
手
当

◎
重
度
精
神

薄
弱
児
扶

養
手
当
と

．

．
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家
中
そ
ろ
っ
て
「
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
あ
り
か
と
・
ヱ
の
趣
旨
で
老

人
を
中
心
と
す
る
家
庭
団
ら
ん
の
ふ
ん

囲
気
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

老
人
の
健
康
を
高
め
る
た
め
の
食
生

活
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
の
中
で
老
人
に
役
割
り
を
与
え

る
よ
う
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
老
人
自
身
も
社
会
に
向
っ
て

長
い
経
験
を
生
か
し
、
貢
献
す
る
こ
と

は
、
若
い
世
代
と
協
調
す
る
蜃
ハ

足
も
と
道
路
の
整
備
す
す
む

樋
口
～
折
尾
線
・
頃
末
～
先
園
線
な
ど

切
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

老
人
自
身
の
特
技
な
ど
も
生
か
し
、

み
ん
な
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
革
仕
活

動
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

老
人
も
若
い
人
の
気
持
を
理
解
す
る

よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

水
巻
町
長
寿
者
名

（敬称略）

梅
の
木
配
給
所
前
か
ら
日
庚
軍
二
堅

坑
の
前
を
通
り
、
浅
川
ま
で
の
樋
口
～

折
尾
線
、
全
長
四
百
メ
ー
ト
ル
が
三
百

四
十
万
円
を
か
け
て
き
れ
い
に
舗
装
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
、
日
庚
従
業
鼻
の
人
た

醜
朋
掴
絹
露
㍍
針

の
整
備
も
」
と
い
う
住
民
の
み
な
さ
ん

の
声
に
よ
っ
て
舗
装
さ
れ
た
も
の
で

す
。町

で
は
、
こ
の
あ
と
す
ぐ
に
頃
未
の

「
頃
未
～
先
園
線
」
、
新
生
街
か
ら
は

い
る
「
和
田
～
鶴
の
後
線
」
な
ど
の
舗

炎
工
事
に
か
か
っ
て
お
り
、
み
な
さ
ん

ヘルメットをかぶろう

交
通
事
故
を
な
く
す
福

馳
県
民
運
動
本
部
で
は
、

自
動
二
輪
車
の
運
転
者
に

対
し
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
る
よ
う
に
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

自
動
二
輸
車
や
バ
イ
ク

に
よ
る
交
通
事
故
は
、
た

い
へ
ん
高
い
死
亡
率
を
示

し
て
い
ま
す
。

こ
と
し
の
一
月
か
ら
七

月
ま
で
の
県
下
の
交
通
事

故
に
よ
る
死
亡
者
は
毒
十
九
人
で
、

こ
の
う
ち
二
輪
車
に
よ
る
死
亡
者
が
百

四
十
五
人
と
約
半
分
を
し
め
て
い
ま
す

こ
の
二
輪
車
の
事
故
犠
牲
者
の
う
ち

七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
頭
部
の
け
が
が

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

バ
イ
ク
な
ど
を
運
転
し
た
り
、
乗
せ

て
も
ら
う
と
き
は
、
か
な
ら
ず
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

九
十
四
才
　
中
央
区

九
十
三
才
　
頃
　
末

九
十
三
才
　
上
　
二

九
十
二
才
　
猪
熊

九
十
一
才
　
下
　
二

九
十
才
　
古
　
賀

八
十
八
才
　
富
田
三

は
＝
二
十
才
未
満
で
重
度
精
神
薄
弱

佐
藤
　
ク
エ
八
十
八
才
　
高
松
区

大
曲
　
タ
キ
　
八
十
八
才
　
樋
　
口

古
川
　
ツ
キ
　
八
十
八
才
　
古
　
賀

入
江
タ
ケ
ノ
　
八
十
八
才
ｌ
下
　
二

篠
崎
ウ
タ
ノ
　
八
十
八
才
富
田
三

永
沼
マ
サ
ノ
　
八
十
八
才
　
伊
佐
座

池
田
　
カ
メ
　
八
十
八
才
　
高
松
区

の
状
態
に
あ
る
児
童
を
養
な
っ
て
い

項　　　 目 改　　 正　　 前 改　　 正　　 後 実 施 の 時 期

児 童 の 範 囲

成増 未満 でお もに結核性
左の障害 がすべての疾患

41年12月 1 日か ら12
疾患のため、身体の機能 月中に請求 され ると
に障害があった り、長期

に拡大 された もの
1 月分か ら支給 しま

療贅 を必要 とす る もの す

手　 当　 月　 額

児童 1人 ‥…‥‥ 1，200円 児童 1人 ‥・‥・‥・・1，400円

42年 1 月 1 日か ら
2 人 ＝…………・1，900円 2 人‥……・‥…・2，100円
3 人 以上 の場合は、上記 3 人以上 の場合は、上記
2 人 を除 く1 人につ き 2人 を除 く1 人につ き
400円加算 した額 400円加算 した額

所な
請　 求　 者

（受給資格者）

22万 円に前年末生計維持 左 の場合基本編巧す万両
昭和40年分所得か らの児童 1 人につ き4 万 円 2 4 万 円に引 き上げ られ

得 る

制些

を加 －した がた。

配　 偶　 者 所得額が課せ られない程 扶養義務者 と同額に引 き
〃度 の所村額 上 げ られ た

限準

と街
扶養義務者

扶養親族が 5 人であ る場
合 に72万以上の収入 であ

った場合

左 の場合72万が82万 円に
引 き上げ られた ．ク

る
父
・
母

等
に
支
給

さ
れ
逐
手

当
。

貸し付け範囲が広がった

農業改良資金

農
業
改
良
資
金

制
度
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
貸
し
付

け
の
範
囲
が
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
改
正

で
新
ら
し
く
貸
し

付
け
の
対
象
と
な

っ
た
も
の
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す

①
優
良
茶
園
の
被

覆
資
材
・
か
ん

き
つ
類
の
防
風

資
材
の
購
入
資

金
。

・
貸
し
付
け
限
度
空
軍
事
業
費
の

七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
内

・
償
還
期
限
＝
三
年
以
内

⑧
生
活
改
善
資
金
と
し
て
自
家
用
給
排

轟
の
設
備
資
金

・
貸
し
付
け
限
度
額
＝
三
万
五
千
円

・
償
還
期
限
＝
二
年
以
内

⑧
農
業
後
触
者
育
成
費
金
は
一
年
間
の

す
え
置
き
が
組
め
ら
れ
、
返
済
期
間

が
四
年
間
と
な
り
ま
し
た
。

※
農
業
改
良
費
金
を
利
用
さ
れ
る
方
は

役
場
産
業
課
へ
・

「

－

－

田
日
田
文
芸
作
品
訂

町
教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
の
日
を

中
心
に
行
な
わ
れ
る
タ
水
巻
ま
つ
り
．

の
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
文
芸
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

項　　 目 改　 正　 前 改　 正　 後 実 施 の 時 期

児童の範囲
20才未満で重度左の児童に重度41年 8 月 1 日から8

月中に請求されると
9月分から支給しま
す

精神薄弱の状腰 の身体障害児が
にあるもの 加えられた

手 当月 額対象児童 1人に対象発奮丁大正 42年 1 月1 日からつき 1，200円 つき 1，400円
所得制限と
なる基準額上記児童扶葺手当と同じです 昭和40年分所得から

臼　昭和40年の所得による扶養義務者および配偶者の所得

制限の基準となる収入金領一兜

扶養親族
等 の 数

収　 入　 金　 額
扶養親族
等 の 数

・収　 入　 金　 額

0 490，000 円 5． 817，500 円

1 607，500 6 870，000

2 6 60，000　 ＿ 7 922 ，500

3 7 12 ，500 8 9 75 ，000

4 765 ，000 9 人以上 略

応
募
要
領

▽
創
　
作
　
（
短
網
小
説
・
随
筆
）

一
人
一
編
の
こ
と
。
（
四
百
字
鈷
原

稿
用
紙
三
十
枚
以
内
の
こ
と
。
）

▽
自
由
持
・
一
人
三
編
以
内
の
こ
と
。

（
四
百
字
結
原
稿
用
紙
を
用
い
る
こ

と
㌣
）

▽
短
　
歌
一
人
三
首
以
内
の
こ
ち

（
官
製
ハ
ガ
ヰ
を
用
い
る
こ
と
。
）

▽
俳
　
句
一
人
五
首
以
内
の
こ
と
。

（
官
製
ハ
ガ
キ
を
用
い
る
こ
と
。
）

▽
児
童
詩
一
人
二
編
以
内
の
こ
と
。

（
四
百
字
鈷
原
稿
用
紙
を
用
い
る
こ

と
。
）広

募
規
定

1
題
材
は
自
由
。

2
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

3
作
品
に
は
、
住
所
、
氏
名
（
本

名
）
を
記
入
の
こ
と
。
児
童
、
生

徒
は
学
披
賓
学
年
を
記
入
の
こ

と
。
）

締
　
切
　
十
月
二
十
日
（
木
曜
日
）

送
り
先
　
水
巻
町
教
育
委
員
会
事
務

局
文
芸
作
品
募
集
係
宛
（
頃
末
）
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昭和41年9月23日

経
営
・
飼
育
・
衛
生
性
を
対
象
に

福
岡
県
・
福
岡
県
畜
産
会
・
県
内
畜
上
氏
の
今
後
は
、
水
巻
町
の
畜
産
、
農

産
団
体
の
共
催
で
．
の
び
ゆ
く
畜
産
を
業
に
大
き
な
影
響
を
与
を
い
く
こ
と

さ
さ
ｌ
昔
衛
生
週
間
．
が
八
月
二
十
二
で
し
ょ
う
。

日
か
ら
一
週
間
設
定
さ
れ
、
養
鶏
、
養

豚
、
酪
牛
、
和
牛
な
ど
め
衛
生
、
経

営
、
飼
育
の
状
況
な
ど
の
優
秀
な
経
営

者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

県
下
で
十
九
人
の
表
彰
者
の
中
に
、

古
賀
区
の
養
豚
経
営
者
井
上
毅
氏
が
そ

の
経
営
、
衛
生
的
な
飼
育
ぶ
り
な
ど
を

表
彰
さ
れ
、
県
知
事
賞
を
受
け
ま
し

た
。井

上
氏
は
、
内
呵
繁
殖
豚
、
種
牡

豚
を
首
頭
金
も
飼
育
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
経
営
ぶ
り
は
、
米
な
ど
の
収
穫
蜜
の

少
な
い
水
巻
町
農
業
の
ひ
と
つ
の
行
き

方
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

養
豚
経
営
に
情
熱
を
傾
け
ら
れ
る
井

豚コレラに注意．／

おかしいときはすぐ連絡を

八
月
上
旬
か
ら
筑

後
地
区
に
豚
コ
レ
ラ

病
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
八
月
末
ま
で
に
、

八
女
市
な
ど
五
市
十

町
に
わ
た
り
約
千
二

百
頭
の
発
生
を
み
て

い
ま
す
。

豚
コ
レ
ラ
病
は
、

豚
に
と
っ
て
最
も
死

亡
率
が
高
い
伝
染
病

で
す
。
こ
の
病
気
か
ら
豚
を
守
る
た
め
、

つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
豚
舎
の
消
毒
を
完
全
に
し
、
入
口
に

は
跨
込
消
寺
格
を
つ
く
り
病
源
体
を

外
か
ら
も
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
す

る
。
こ
れ
に
は
、
そ
の
人
も
豚
舎
に

近
づ
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

③
子
豚
を
買
い
入
れ
る
と
き
は
、
必
ら

ず
豚
コ
レ
ラ
予
防
注
射
を
し
た
豚
を

買
い
、
三
週
間
は
別
に
お
い
て
観
察

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
購
入
先
が
危

険
地
区
で
な
い
か
よ
く
調
べ
て
買
い

ま
し
ょ
う
。

⑧
豚
コ
レ
ラ
病
が
こ
の
よ
う
に
流
行
Ｌ

ｌ
て
い
る
と
き
は
†
残
飯
養
豚
は
ひ

じ
ょ
う
に
危
険
で
す
。
必
ら
ず
煮
沸

し
て
与
え
ま
し
ょ
う
。

④
あ
や
し
い
病
気
の
豚
を
発
見
し
た

ら
、
す
ぐ
役
場
産
業
課
に
ど
連
絡
く

だ
さ
い
。

′
稲
の
病
害
虫
が
発
生
し
そ
う

県
農
業
試
験
場
の
調
査
に
よ
る
と
、

稲
の
病
害
虫
「
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
」
や

「
ア
ワ
ヤ
ト
ウ
」
が
発
生
し
そ
う
だ
と

い
う
こ
と
で
す
声

イ
ロ
ウ
ン
カ
」
が
発
生
す
る

葉
が
枯
れ
、
気
温
が
低
く
な

る
と
と
も
に
被
寮
が
大
き
く
な
り
ま

す
。発

生
が
予
想
さ
れ
る
時
期
は
、
九
月

中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
で
、
防
除
の

た
於
に
は
Ｄ
Ｅ
Ｐ
剤
以
外
の
野
蒜
布

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
ア
ワ
ヨ
ト
ウ
」
の
発
生
が
予
想
さ

れ
る
時
期
は
九
月
中
旬
か
ら
十
月
中
旬

に
か
け
て
で
、
「
ア
ワ
ヨ
ト
ウ
」
が
発

生
す
る
と
稲
の
虫
く
い
が
多
く
な
り
、

大
き
な
被
害
を
う
け
ま
す
。

防
除
の
方
法
と
し
て
は
、
九
月
中
旬

か
ら
発
生
す
る
「
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
」

の
幼
虫
と
い
っ
し
ょ
に
殺
す
よ
う
に
す

る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

お
か
し
い
と
感
じ
ら
れ
た
と
き
は
、

役
場
産
業
課
ま
で
ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

戦没者の遺族、戦傷病者の

妻などに対する給付金法など改正
戦
没
者
等
の

遺

族

に

対

す

る

特

別

弔

慰

金◎
今
ま
で
権
利
の
な

か
っ
た
人
も
資
格
が

あ
る
よ
う
に
な
り
ま

した。
◎
特
別
弔
慰
金
は
受

給
権
者
が
死
亡
、
国

籍
喪
失
、
再
婚
、
生

死
不
明
な
ど
の
場

合
、
戦
没
者
に
子
が

な
い
限
り
受
給
権
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

今
回
こ
れ
が
改
正

さ
れ
、
弔
慰
金
の
受

蓋
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一
一
三
一
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一
三
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≡
≡
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三
一
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≡
≡
≡
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≡
三
三
一
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≡
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三
重
蓋
ｌ
≡
≡
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≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
三
一
≡
≡
≡
≡
≡
三
三
≡
≡
≡
室
裏
革
≡
≡
≡
芸
三
重
一
三
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
三
≡

九
月
十
三
日
か

ら
福
岡
市
県
文
化

会
館
で
開
か
れ
て

い
る
第
二
十
二
回

福
岡
県
展
洋
画
の

県
展
（
㌶
）
に
六
回
目
の
入
選

水
中
の
佐
藤
幸
乃
先
生

炭
坑
に
深
い
愛
情

を
感
じ
な
が
ら
離

職
の
決
心
を
せ
ま

ら
れ
る
人
の
心

は
、
重
い
翼
を
ひ

部
に
、
水
巻
中
学
校
佐
藤
事
乃
先
生
の
　
先
生
の
今
年
の
作
品
題
名
は
「
重
い
蓉
ず
っ
て
、
見
知
ら
ぬ
空
へ
飛
び
た
つ

作
品
が
六
年
連
続
で
入
選
し
て
い
ま
翼
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
に
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
作
＝
攫
つ
い
て
先
生
は
「
私
は
、
こ
れ
は
、
炭
坑
に
生
ま
れ
、
育
っ

題　＜重い翼＞　県展に人選した佐藤先生の作品

て
、
い
ま
炭
坑
の
少
年
連
に
絵
を
教
え

て
い
る
私
に
は
、
一
度
は
か
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
テ
ー
マ
だ
っ
た
の

で
す
。
．
そ
れ
が
今
年
の
作
品
と
し
て
、

一
応
完
成
し
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
」
と
制
作
の
気
持
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

お母さんと一緒に

保育園児の運動会

ら
ん
ら
ら
、
ら

ん
ら
ん
、
ら
ん
ら

ん
ら
ん
。
お
て
て

を
た
た
い
て
、
く

る
っ
と
ま
わ
り
、

天
ま
で
跳
ん
で

タ
シ
ュ
ー
．

お
母
さ
ん
と
一

緒
に
お
ど
る
園
児

の
は
ず
む
声
が
、

初
秋
の
グ
ラ
ン
ド

い
っ
ぱ
い
に
広
が

給
権
者
が
い
な
く

な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
戦
没
者
の
死

亡
当
時
、
戦
没
者
と
同
－
生
計
に
あ
っ

た
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
が

あ
る
場
合
、
そ
の
順
序
に
転
給
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
戦
没
者
死
亡
後
漣
族

以
外
の
者
と
婚
姻
、
養
子
縁
組
等
を
し

た
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
四
十
年
四
月
一

口
現
在
で
、
戦
没
者
の
死
亡
当
時
称
し

て
い
た
氏
と
変
っ
て
い
る
者
は
転
給
が

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

◎
提
出
書
類

1
請
求
書

2
戦
没
者
の
遺
族
の
現
況
に
つ
い
て

の
申
立
書

3
戦
没
者
と
の
生
計
関
係
申
立
書

4
晴
求
者
の
戸
籍
抄
本

5
戦
没
者
の
除
籍
時
の
戸
籍
謄
本

6
戦
没
者
の
戦
没
の
日
か
ら
、
昭
和

四
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
お
け
る
韓
求
者
の
身
分
関
係
の

異
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
で

き
る
戸
籍
謄
本

7
印
鑑
票

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
支
給

さ
れ
る
特
別
給
付
金

◎
つ
ぎ
の
者
に
対
し
て
十
万
円
の
国
債

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
で
、
昭
和
十

二
年
七
月
七
日
以
後
公
務
に
よ
り
傷
病

と
な
り
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
現

在
傷
病
の
程
度
が
第
五
項
症
以
上
に
該

当
す
る
者
の
妾
（
内
線
の
秦
を
含
み
、

事
実
上
離
婚
の
状
態
に
あ
る
章
を
除

く
）
で
あ
っ
て
、
昭
和
四
十
一
年
四
月

一
日
ま
で
引
き
続
き
寮
で
あ
る
者
。

◎
提
出
書
類

1
請
求
番

2
請
求
者
の
戸
籍
謄
本
と
住
民
票
謄

本
3
失
格
事
由
非
該
当
申
立
書

4
印
鎚
課

◎
時
効
　
昭
和
四
十
四
年
六
月
三
十
日

戦
没
者
等
の
章
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
改
正

◎
つ
ぎ
の
者
に
も
二
十
万
円
の
特
別
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
援
農
技
の
昭
和
三
十
九
年
十
月
改
正

（
生
別
再
婚
解
消
等
）
と
昭
和
四
十

一
年
十
月
改
正
（
死
別
再
婚
解
消
妻

等
）
に
よ
っ
て
遺
族
年
金
を
受
給
す

る
こ
と
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
寮
。

普
通
恩
給
の
通
算
改
定
請
求
を
早
く

つ
ぎ
の
よ
う
な
方
は
、
普
通
恩
給

（
扶
助
料
）
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

眩
当
者
は
①
履
歴
申
立
書
⑧
恩
給
証

書
写
を
役
場
経
由
で
繰
出
し
て
く
だ
さ

ヽ

一

〇

Ⅰ
．
Ｖ①

終
戦
ま
で
に
軍
人
普
通
恩
給
（
扶
助

料
を
も
ら
っ
て
い
た
者
又
は
裁
定
さ

り
ま
す
。

ご
両
親
が
働
ら
い
て
い
た
り
、
家
の

商
売
な
ど
の
た
め
、
家
庭
で
保
育
の
で

き
な
い
こ
ど
も
を
お
あ
ず
か
り
し
て
い

る
町
立
第
一
、
墾
一
保
育
園
児
百
二
十

名
の
か
わ
い
い
運
動
会
で
す
。

今
日
ば
か
り
は
、
マ
マ
も
パ
パ
も
そ

ろ
っ
て
ポ
ク
た
ち
と
一
日
遊
ぶ
ん
で
う

れ
し
く
て
た
ま
ら
な
い
。

跳
ん
だ
り
、
は
ね
た
り
、
輸
く
ぐ
り

し
た
り
。
マ
マ
た
ち
も
楽
し
そ
う
だ
。

玉

＜
入
場
無
料
＞

十
月
一
日
↓
十
月
二
十
一
日

午
前
九
時
～
午
後
十
七
時

場
所
　
北
九
州
市
小
倉
区
小
倉
城
の

南

　

一

帯

高
度
の
科
学
水
準
を
示
す
重
化
学
・
工
業
・
軽
工
業

製
品
な
ど
の
展
示
か
ら
、
中
国
情
緒
豊
か
な
美
術
・
工

昔
㌢
装
飾
品
、
紡
織
警
㌢
食
料
品
、
皮
・
毛
革
製

品
、
文
鰐
具
、
漢
方
薬
な
ど
の
記
念
即
売
を
い
た
し
ま

す
。
中
国
映
画
も
上
映
さ
れ
ま
す
。

主
催
　
中
国
国
際
貿
易
促
進
委
員
会

受
入
団
体
　
中
国
経
済
貿
易
展
覧
会

全
　
国
　
協
　
力
　
会

同
　
　
西
日
本
協
力
会

：

汀

ｕ

ｎ

べ

べ

べ

べ

Ｓ

琶

這

Ｓ

茸

註

蒜

苛

述

諒

ざ

注

ぎ

ざ

注

ぎ

竜

＄

3

ざ

Ｓ

さ

ぎ

ミ

達

等

ノ
．
〆
赤
い
羽
根
運
動
〟
に
ご
協
力
を

十
月
一
日
～
十
二
月
三
十
一
日

国
民
た
す
け
あ
い
タ
赤
い
羽
根
共
同
ど
理
解
を
得
、
た
す
け
あ
い
の
精
神

募
金
運
動
〟
は
、
今
年
で
二
十
周
年
を
で
、
進
ん
で
出
し
あ
う
て
い
た
だ
く
寄

迎
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
付
金
を
各
種
の
社
会
福
祉
事
業
に
計
画

世
の
中
の
不
幸
を
な
く
し
、
み
ん
な
的
に
配
分
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
社
会
保

が
し
あ
わ
せ
で
あ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
陣
を
向
上
さ
せ
、
推
進
し
よ
う
と
い
う

と
は
、
み
ん
な
の
願
い
で
あ
り
、
ま
の
が
タ
赤
い
羽
根
運
動
″
の
目
的
で

た
、
共
同
の
つ
と
め
で
も
あ
り
ま
し
ょ
　
す
。
ｌ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
赤
い
羽
根
に
よ
る
募
金
は
、
つ

社
会
福
祉
に
つ
い
て
の
み
な
さ
ん
の
ぎ
の
表
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

（1）の例掌欝岬震度鐸紬
1

－（1年以上立冬個

（2）の例音響蝉β繹噂
1

他の恩綺

（3冊り韓辟声遊星→弘雲上）

れ
て
い
た
者
。

⑧
終
戦
ま
で
に
軍
人
恩
給
を
も
ら
っ
て

い
な
い
者
、
ま
た
は
裁
定
さ
れ
て
い

な
い
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
経
歴
の
考

⑧
軍
人
と
他
の
恩
給
公
務
員
の
経
歴
を

も
ち
つ
ぎ
の
よ
う
な
者
。

※
昭
和
三
十
七
年
七
月
一
日
以
降
恩
給

（
扶
助
料
）
右
請
求
し
裁
定
を
受
け

た
者
と
、
通
算
改
定
掃
求
す
み
の
者

は
、
こ
の
改
定
請
求
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
緒
求
権
利
は
、
昭
和
四
十
二
年
六
月

三
十
日
で
時
効
と
な
り
ま
す
。

①災害見舞金等に、
1，442，790円

⑧し体不自由施設等に
12，333，862円

⑨歳末たすけあい等に
24，564，440円

（り老人ホーム等に
5，008，707円

⑨福祉事業関係に
9，398，192円

⑥地域福祉協議会に
39，699，908円

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
し
ま
す

つ
ぎ
の
方
か
ら
社
会
福
祉
協

議
会
に
ど
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
．

故
剣
一
棟
　
加
藤
モ
モ
ヱ
様

宮
田
三

故
正
様
　
吉
田
　
栄
　
様

下
　
二

故
直
陸
棲
　
三
好
　
管
子
様

浅
　
川

故
安
威
様
爽
野
次
敏
様

猪
　
熊

故
ユ
ノ
様
　
酉
野
　
静
夫
様

常
盤
区

、
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